
福山市

未来に向けた新たなステージへ

安心と希望のための挑戦予算

2024年度（令和６年度） 重点政策



はじめに

本市では、「５つの挑戦」を更に発展させていくため、２０２１年（令和３年）３月に「福山みらい創造ビジョン」（「新５つの

挑戦」）を策定し、市民が安心して暮らせ、未来に希望が持てる新たな都市づくりを進めてきました。

これまで取り組んできた抜本的な浸水対策の概成を始め、全ての市立小中学校の耐震化や三之丸町地区の再開発、

福山北産業団地第２期事業などが計画どおり完了し、安心と成長を支える都市基盤が整います。

２０２４年度（令和６年度）は、こうした都市基盤の上に立ち、本市が将来にわたって成長し続けるための新たなステー

ジに踏み出していく重要な年となります。

まず、福山ネウボラの更なる強化や未来を支える若者への支援のほか、活力ある地域経済や魅力あふれる都市の実

現に向け、「あらゆる世代が輝く魅力あふれるまちづくり」を進めていきます。

また、防災・減災の更なる強化を始め、脱炭素社会の実現や健康長寿に向けた取組の充実など、「安心・安全で快適

に暮らすことができるまちづくり」も進めていきます。

そして、新しいまちづくりの基盤となる「産業・地域・行政のデジタル化」を推進していきます。

引き続き、「スピード感・情報発信・連携」を市政運営の基本に据え、「新５つの挑戦」に全力で取り組んでまいります。

202４年（令和６年）２月 福山市長 枝広 直幹
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福山ネウボラの強化

2025年度2024年度2023年度2022年度2021年度

Ⅰ 福山みらい創造ビジョン ロードマップ （2021年度～2025年度）

福山駅周辺のにぎわい再生
○中央公園Park-PFI完成

○世界バラ会議福山大会の開催

福山市民病院の機能強化

健康長寿に向けた取組の強化
○県内初のフレイル予防の実施 ○高齢者のスマートフォン活用支援

○福山版健康アプリの活用
○高齢者・障がい者などの
ごみ出し支援

○応援宣言募集開始 ○大会参加者の登録受付の開始○大会プログラムの発表

○小児救急医療拠点病院指定

■子育て支援の基盤整備（2017～）

～第１ステージ～

○丸之内公園の再整備
・工事着手

○新本館の整備工事着手

～第２ステージに向けて～

活力ある地域経済の実現

防災・減災の推進

○福山北産業団地第２期事業
・整備完了

■抜本的な浸水対策概成

○福山港の整備促進（国・県）
・箕沖完了

■１ｓｔステップ ■２ｎｄステップ

○蔵王雨水幹線・蔵王ポンプ場完成予定

１

○あのね・えほんの国併設オープン
○スマート保育の導入
○子ども家庭総合支援拠点設置

○きょうだい特別入所
○医療的ケア児の受入体制の充実

～第２ステージの本格実施～

■こども計画の実行

挑戦１ 福山駅周辺の再生加速とグローバル都市の創造

挑戦２ 希望の子育てと寛容で健やかな社会の実現

挑戦３ 人や企業が安心・安全に活躍できる都市環境の構築

・福山港カーボンニュートラルポートの
形成促進【再掲】

・福山道路（未事業化区間）・
神辺水呑線の事業化に向けた
取組強化

○規制緩和による市街化調整区域への
企業立地や事業拡大の促進

○三之丸町地区優良建築物等
整備事業完了

○不妊治療費助成の拡充
○第２子以降の保育料無償化
○子ども未来づくり100人委員会の開催

○バス・タクシーなどの
優待交通助成の拡充

○グリーンなものづくり企業の成長促進

施行者より提供

○子ども医療費助成の所得制限撤廃
○スマート保育の導入加速
○こども発達支援センター
オンライン診療の導入

世界バラ会議福山大会の開催に向けた取組

○エフピコRiMリニューアルオープン
○福山駅北口スクエア完成

○福山道路・福山沼隈道路など幹線道路網の整備促進

○芦田川の河道掘削や瀬戸川などの河川改修（国・県・市）の推進

○都市環境整備３か年集中対策（植栽デザイン計画に基づく環境整備、多言語対応などのＭＩＣＥ環境整備）

○福山駅前広場整備基本計画の策定



脱炭素社会の実現に向けた取組

誰もが集い楽しめる公園づくり

○ゼロカーボンシティ宣言

○中央公園Park-PFI完成【再掲】

2025年度2024年度2023年度2022年度2021年度

教育環境の充実

地域の活力再生

○新学部設置

・学部設置認可申請

○ （仮称）まちづくり支援拠点施設
整備完了

（仮称）子ども未来館の整備

○福山市立大学法人化

○地域未来ビジョンの策定

鞆のまちづくり

福山城の魅力向上

○（仮称）鞆町平地区ふれあい広場完成

スポーツによるまちづくり

・整備着手

○鞆未来トンネル整備完了

○福山城400年博の開催
○ゴッサム・シティとの友好都市連携

○全国唯一の鉄板張りの復元
○福山城博物館のリニューアル

・基本構想の策定

・基本構想策定 ・基本計画策定
・民間活力導入可能性調査

・施設整備事業者の選定

○鞆地区東西交通・交流拠点整備
・施設設計

○神辺駅・松永駅周辺の
活性化ビジョンの策定

２

・事業手法の検討・事業者選定

○オリンピック聖火リレー・セレブレーションの実施

○福山港カーボンニュートラルポートの
形成促進

○オーケストラ福山定期の開催
（中学２年生を招待）

○市立小中学校の図書館整備完了
○市立小中学校の耐震化完了

○（仮称）福山城を核としたナイトタ
イムエコノミー基本方針の策定

■よみがえった福山城の価値と魅力を発信

○地域戦略の策定

○春日池公園Park-PFI等実証実験

○ふくやま環境美化センターの
整備完了

○竹ケ端運動公園庭球場の整備完了
○緑町公園屋内水泳場の整備完了

○福山城キャッスルステイ（城泊）の実施

■築城400年に向けた取組（令和の大普請）

○ＧＩＧＡスクール構想による教育の充実

福山市立大学の機能強化に向けた取組

○鞆町町並み保存拠点施設完成（鞆てらす）

挑戦５ 歴史・文化とスポーツによる新たな体験価値の創出

挑戦４ 新たな価値を創出する人材育成と個性光る地域振興

挑戦３ 人や企業が安心・安全に活躍できる都市環境の構築

○福山市立大学小松安弘記念館
（複合施設）の整備完了



Ⅱ 2024年度（令和6年度）重点政策の全体像

Ⅱ-1 あらゆる世代が輝く魅力あふれるまちづくり

Ⅱ-2 安心・安全で快適に暮らすことができるまちづくり

2023年度（令和5年度）3月補正予算前倒し分の約72億円を加えた実質的な予算額は約303億円

当初予算額：約231億円 【一般会計分：約158億円（政策経費の約41％）】

１ 若い世代の活躍支援

【 当初予算額：約87億円 】

３ 都市魅力の創造

３

２ 活力ある地域経済の実現

Ⅱ-3 新しいまちづくりの基盤となるデジタル化の推進

【 当初予算額：約131億円 】

【 当初予算額：約13億円 】

１ 住みやすい生活環境の実現

２ 健康を支える体制の充実

３ 脱炭素社会の実現に向けた取組の加速
備後圏域
連携強化

１ 産業のデジタル化

２ 地域のデジタル化

３ 行政のデジタル化

※2023年度：約284億円

※2023年度：約175億円（約43％）

ＳＤＧｓ推進



１ ＳＤＧｓ推進の視点

SDGs推進のための取組

体制づくり
各種計画等への反映
地域課題の解決 など

本市が将来にわたって人や企業をひき付け、安心と希望が実感できる都市として持続的に発展していくため
には、世界の共通言語であるSDGsの視点や考え方に基づいた施策構築や事業実施が欠かせません。

SDGs未来都市に選定

・SDGsデジタルプラットフォームの運営

・SDGs推進宣言制度の創設

・SDGs推進アドバイザーの派遣

・SDGsプロモーション事業の実施

グリーンな取組の実践促進や機運醸成
・環境への配慮
・女性・障がい者・高齢者などの雇用促進
・働きやすい職場環境の整備

・誘客促進
・多様な主体の参画
・都市環境整備

グリーンなものづくり企業の成長促進

世界バラ会議福山大会の成功に向けた取組

４

2025年度

2024
年度

2023年度

2030年度
多様な主体が参画し、新たな価値を創造する

「持続可能なまち」の実現

普及・啓発

SDGsを体現していく事業



2025年度

２ 備後圏域連携強化の視点 備後圏域連携協議会
びんご圏域活性化戦略会議

備後圏域連携中枢都市圏構想の取組

人口減少や少子高齢化が急速に進行し、将来的に単独の自治体で人口減少対策や地域活性化、住民サービス
を担うことは困難になることが予測されます。
本市を連携中枢都市とする備後圏域において、自治体間で連携・役割分担して取り組むことで将来にわたっ
て圏域全体が発展できるよう連携の強化が必要です。

第1期びんご圏域ビジョン（2015~2019）

第2期びんご圏域ビジョン（2020~2024）

2024
年度

2020年度

経済

○ AIビジネスキャンプの開催

○びんごデジタルラボ

○備後圏域内企業の

兼業・副業活用促進

○デニム産地連携推進事業

住民サービス

○

○

（#7119）の導入

○寄付講座（小児救急医療・

周産期医療）の実施

○多文化共生社会の推進

○
向けた取組

○
児童精神科・精神科開設

○福山市民病院の機能強化

都市機能

○竹原市が備後圏域へ加盟 2024.4.1

○第3期びんご圏域ビジョンの策定

• 地域の未来予測の活用

• 住民の声を聞く場の開催

第３期 びんご圏域ビジョンスタート

2015年度

５



６

① 少子化対策の拡充

○ 出会いと結婚を希望する人へのサポート
・出会いの機会の創出

・ふくやまカップル・新婚応援パスポートの交付

○ 経済的負担の軽減
・
【再掲】

・不妊治療費助成の拡充

・市内就職を条件とした奨学ローンの返済補助【再掲】

・多胎妊娠に対する妊婦健診費用の助成を拡充【再掲】

○ 若い世代の働き方改革
・

働きやすい職場環境の整備【再掲】

Ⅱ-１ あらゆる世代が輝く魅力あふれるまちづくり

（１）福山ネウボラの更なる強化

１ 若い世代の活躍支援

当初予算額：13,043,468千円
【一般会計分：12,107,390千円】

（国の補正予算に伴う前倒し分：約7億円）

当初予算額：5,368,584千円

ふくやま未来づくり１００人委員会の様子

こども計画（第２期福山市ネウボラ事業計画）に反映
メンバー自身のアクションにもつなげる

子育て世帯等の意見の反映

• 子育て世帯や学生、企業の従業員、子育て支援団体など100人の
メンバーが「子育てしたい・しやすいまちづくり」に向けて議論



７

② 子育て支援の充実（５つの強化ポイント）

１
・

・１か月児の健康診査費用の助成を拡充

・ひとり親家庭等の子どもの生活・学習支援の拡充

出産・子育てにかかる費用の軽減

○ 保育サービスの充実
・

・

・

・

○ 医療提供体制の確保
・

・寄付講座（小児救急医療・周産期医療）の実施【再掲】

２ 保育サービスの充実と医療提供体制の確保

・

・ 【再掲】

・えほんの国の運営

３ 子どもと楽しめる場所等の創出

・

・

・男性の育児休業等の取得促進強化

４ 仕事と子育ての両立支援

・ （受付窓口、授乳室の整備など）

５ 気軽に相談できる環境づくり



② 教育環境の充実

① 子ども未来館プロジェクトの推進

○ 子どもの芸術文化体験プロジェクトの充実

【再掲】
・小・中学生を芸術文化施設・イベントに招待

小学校4年生：ふくやま美術館

小学校5年生：ばらのまち福山国際音楽祭

2年生：オーケストラ福山定期

（２） 子どもの学びの充実に向けた取組

○ デジタル技術等に触れる

「びんごキッズラボ」の開催【再掲】

○ 教育内容の充実
・

・民間や公共のプールを活用した水泳授業の実施

○ 地域とともにある学校づくり
・中学校区にコミュニティ・スクールを導入

○ 一人一人に向き合った教育の推進
・

・多様な学びの場の充実

（イエナプラン教育校、特認校、校内外フリースクール）

・

システム整備【再掲】

・ひとり親家庭等の子どもの生活・学習支援の拡充【再掲】

８

○
・要求水準書の作成、公募条件の精査



② 地元就職支援① 福山市立大学の学部新設
○
・福山市立大学新学部設置基本構想の具現化

・教員募集・カリキュラム作成に着手

○ 学生と企業をつなぐ取組
・

・高校生・大学生を対象とした企業説明会の開催

・企業と学校の交流会の開催

・市内専門高校と市内企業との更なる連携促進

・看護学生を対象とした就職支援セミナーの開催【再掲】

（３） 未来を支える若者支援

○ 学生への支援
・市内就職を条件とした奨学ローンの返済補助

・市内に在住しながら市外の大学に進学する学生への

通学費支援

・市内産業構造を理解するための学生向け出前講座の実施

○ 企業への支援
・ 【再掲】

・ Webインターンシップの

開発経費への補助【再掲】

・

・女性が働きやすい職場づくり支援の拡充

・男性の育児休業等の取得促進強化【再掲】

・従業員の奨学金返済支援にかかる経費への補助

・中小企業向け先端技術活用講座の実施【再掲】

社
会
人

学
生

就職

進学

９



Ⅳ グリーンなものづくり企業への支援２ 活力ある地域経済の実現 当初予算額：790,427千円

（１） 企業の発展に向けた支援

① グリーンなものづくり企業の成長促進

○ 環境への配慮
・事業者向けの創エネ・省エネ設備などの導入費用への補助【再掲】

・CO2排出量見える化を踏まえた経営改善支援【再掲】

○ 女性・障がい者・高齢者などの雇用促進
・
交流イベントの開催【再掲】

・

・障がい者を継続して雇用する事業者への助成

○ 働きやすい職場環境の整備
・ 【再掲】

・女性が働きやすい職場づくり支援の拡充【再掲】

・男性の育児休業等の取得促進強化【再掲】

・従業員の奨学金返済支援にかかる経費への補助【再掲】

・

・

・

10

１

２

グリーンな取組の実践促進

グリーンな取組の機運醸成
グリーンな取組の実践

企業の魅力向上

企業の更なる成長、人材確保



② 新たな産業用地の創出

③ 地域経済を支える都市基盤づくり
○ 福山道路・神辺水呑線など幹線道路網の
整備促進 ○ 福山港内港地区の埋立に向けた検討

福山北産業団地第２期工事完成

○ 既存工場等の拡大に関する要件緩和

11

○ 福山港（箕島地区）の整備促進

規制緩和による市街化調整区域への企業立地や事業拡大の促進

○ 幹線道路周辺における一定規模以上の開発許可

○

次期産業団地の造成に向けた取組

○

○

幹線道路網（神辺水呑線など）の事業化促進

１

２

福山港（箕島地区）



（２） 農林水産業の振興

④ 企業の経営基盤の強化と起業・創業支援

○ 福山ビジネスサポートセンターFuku-Bizによる
経営相談・創業支援

○ ○

○ 備中備後ジャパンデニムプロジェクトの更なる展開
・

○ 水産資源の保全
・

・水産資源の増加に向けた海底耕うんの実施、効果検証

・「備後フィッシュフェス」の開催

○ 兼業・副業人材の活用
・備後圏域内企業とのマッチング

○ 農業法人等の参入推進
・農業法人の誘致・参入企業の営農開始に向けた伴走支援

・農地集約化を承諾した農地所有者への協力金の交付

○ 耕作放棄地・有害鳥獣対策の推進
・

・ 【再掲】

福山地方卸売市場

○ 森林整備の推進
・土砂災害の発生するおそれがある森林を整備【再掲】

・森林整備前後の植生、荒廃森林の調査【再掲】

12



３ 都市魅力の創造 当初予算額：6,884,457千円

（１） 福山駅周辺のにぎわい創出

○ 居心地の良い福山駅周辺の維持
・路上喫煙防止パトロール等の強化

○ 福山城の魅力向上
・伏見櫓と筋鉄御門の価値向上に向けた取組

○

○ 福山駅前広場整備基本計画の策定

○ ナイトタイムエコノミーの推進
・福山城キャッスルステイ（城泊）等の実施

○ 親水等をテーマにした公園の再整備（丸之内公園）

13



（２） 地域の活力再生

○ 地域未来ビジョンの策定支援
・

○ 鞆のまちづくりの推進
・

・鞆地区東西交通・交流拠点整備

・（仮称）鞆町平地区ふれあい広場の整備

・仙酔島国民宿舎跡地利活用に向けた整備

○ 神辺駅周辺のにぎわい創出
・

○ （仮称）まちづくり支援拠点施設の整備
市民参画センターと老人大学を集約・複合化し、多世代の

交流や多様な主体との連携が生まれる拠点施設として整備

○ 学校再編後の地域づくり

（仮称）まちづくり支援拠点施設完成イメージ図

個性豊かな地域づくり

持続可能なコミュニティづくり

○ まちづくりサポートセンターによる
地域活動の支援

・団体や企業などと連携した課題解決の取組を支援

・始業期におけるボランティア・ＮＰＯなどの活動を支援

○ 松永駅周辺のにぎわい創出
・ 協議会を設置し、松永駅周辺活性化ビジョンの策定支援

14

松永駅周辺

神辺駅周辺

１

２



（３） 世界バラ会議福山大会の成功に向けた取組

２０２４
（総仕上げ）

２０２５

多様な主体の参画

Rose Expo FUKUYAMA
２０２５

世界バラ会議福山大会
２０２５

○ 市民・企業提案型事業の募集・実施

都市環境整備

○

○

○ ボランティアの募集・育成

誘客促進

○

○ Rose Expoプレイベントの実施

○ 大会ＰＲの強化

○ 持続可能なばらの公共空間づくり
・

○ ＭＩＣＥ環境の整備
・市内飲食店のメニューの多言語化

・国際会議観光都市の認定に向けた取組

○ スクールローズガーデンプロジェクトの実施

15

→
「大会参加者の登録受付の開始」

１

２

３



（４） 文化・芸術活動の推進

○
（広島交響楽団、京都市交響楽団）

○ ばらのまち福山国際音楽祭の開催

○ 文化財の保存活用の推進
・ 【再掲】

・

○ 子どもの芸術文化体験プロジェクトの充実
・小・中学生を芸術文化施設・イベントに招待

小学校4年生：ふくやま美術館

小学校5年生：ばらのまち福山国際音楽祭

2年生：オーケストラ福山定期

無形文化財：とんど

・伏見櫓・筋鉄御門防災設備の整備【再掲】

・廉塾・福禅寺の保存整備

福禅寺対潮楼 16



（５） スポーツによるにぎわいづくり

○ スポーツによる地域振興
・福山シティＦＣによるサッカー教室の実施

○

緑町公園屋内水泳場完成イメージ図

竹ケ端運動公園庭球場完成イメージ図

○ 竹ケ端運動公園庭球場の整備
・2024年度整備完了

○ 緑町公園屋内水泳場の整備
・2024年度整備完了

（６） 戦略的な観光振興

○ 新たな観光推進体制の整備

○ インバウンド誘客の推進
・

○ 【再掲】

○ ナイトタイムエコノミーの推進【再掲】
・福山城キャッスルステイ（城泊）等の実施

○ 観光客受入環境の整備
・ 【再掲】

・ 【再掲】

・ 【再掲】

・仙酔島国民宿舎跡地利活用に向けた整備【再掲】

17鞆の浦沖に寄港したクルーズ客船「ル・ソレアル」



Ⅱ-２ 安心・安全で快適に暮らすことができるまちづくり
当初予算額：8,713,711千円

【一般会計分：2,452,415千円】
（国の補正予算に伴う前倒し分：約63億円）

当初予算額：5,468,124千円１ 住みやすい生活環境の実現

（１） 防災・減災の更なる強化

災害に強いまちづくり 地域・行政の防災力の強化

○ 自主防災組織等の活性化
・自主防災組織の役員等を対象とした、地域の災害リスクに

応じた防災対策を学ぶ、実践的なスキルアップ研修の実施

○ 津波避難計画の策定支援

○

○ 【再掲】

○ 全市一斉防災訓練の実施

○ 浸水対策の推進
・河川改修など（谷地川護岸工事ほか）

・蔵王ポンプ場等の整備

蔵王ポンプ場完成イメージ図

○ 地震対策の推進
・ため池の耐震対策（熊野貯水池ほか）

・家屋の耐震化にかかる費用の補助

○ 災害に強い森づくり
・土砂災害の発生するおそれがある森林を整備

・森林整備前後の植生、荒廃森林の調査
18

１ ２



○ 福山市人権施策基本方針の改訂

（４） 多様性社会の推進（３） 公共交通の充実

（２） 地域の安全確保

○ 路面標示３か年集中対策
・安心・安全な道路環境をめざし、集中的な整備を実施

・警察等関係機関と連携した対策の実施

○ 水路等転落事故防止対策（道路・ため池・水路）
・転落防止柵等の設置

○ 公園遊具の安全対策
・規準不適格遊具の修繕等を実施

○ 公共交通の維持・利用促進
・
交通系ＩＣカード（ＩＣＯＣＡ）の導入支援

・

○ 新たな移動サービスの充実
・オンデマンドシステムによる乗合タクシーの
運行エリアの拡大【再掲】

・自動運転移動サービス実証事業の実施【再掲】

・グリーンスローモビリティ運行事業の実施

○ 空き家等の除却・活用の推進

○ 通学路の安全対策

19

○ 多文化共生社会の推進
・

・ 【再掲】

・

・ 【再掲】

・子育て支援通訳ボランティアの派遣【再掲】

・多言語サポーター（防災・子育て支援）の

養成・スキルアップ

○



（１） 医療提供体制の強化

（２） 健康長寿に向けた取組の強化

当初予算額：2,950,575千円２ 健康を支える体制の充実

○ 認知症対策の充実
・

・認知症カフェ等の身近な相談窓口の充実

○ サポート体制の強化
・

支援するアドバイザーを派遣

・ 【再掲】

・高齢者・障がい者などのごみ出し支援モデル事業の実施

○ 福山市民病院の機能強化
・新本館建設工事の実施

・産婦人科病床の増床

○ 医療人材の確保・育成
・

・生活的に困窮する看護学生への支援

・医療版ワーケーションによる小児科医の確保

・寄付講座（小児救急医療・周産期医療）の実施

○ 相談体制の充実
・ #7119）の導入

○ 高齢者の健康・生きがいづくりの充実
・

・

・バス・タクシーなどの優待交通助成の拡充

・フレイルチェック会等の実施

20



当初予算額：295,012千円３ 脱炭素社会の実現に向けた取組の加速

〇 温室効果ガス削減に向けた取組支援
・

・福山港カーボンニュートラルポートの形成促進

・家庭・事業者向けの創エネ・省エネ設備などの導入費用への補助

・ＣＯ２排出量見える化を踏まえた経営改善支援

〇 行政の脱炭素化の推進
・

・

・

・

・

〇 ふくやま環境美化センターの整備
・2024年度整備完了・本稼働

福山市・府中市・神石高原町の施設集約化等による

温室効果ガス排出量の削減効果 年間約６万ｔ

（約９万ｔ → 約３万ｔ）

21

ふくやま環境美化センター完成イメージ図

ＰＰＡ：発電事業者が、企業・自治体の土地や建物に太陽光発電設備を設置し、
発電した電気を企業・自治体に売電する事業モデル

ＺＥＢ：年間の一次エネルギー消費量が正味ゼロまたはマイナスの建築物



当初予算額：103,046千円１ 産業のデジタル化

当初予算額：16,851千円２ 地域のデジタル化

〇 自動運転移動サービス
・2027年度にレベル４でのサービス導入に向けた

公道での実証事業の実施

〇 企業・事業者への支援
・ Webインターンシップの開発経費への補助

・中小企業のデジタル化実装支援

・ＡＩビジネスキャンプの開催

・企業向けデジタル展示会・商談会「びんごデジタルラボＥＸＰＯ」の開催

・デジタル技術を活用した有害鳥獣対策の強化

・ふくやま実験クエストの実施

〇 ボランティア活動の活性化
・

〇 人材の育成
・スマートフォンアプリを活用した地域交流セミナーの開催

・地域のデジタル化を推進するリーダー育成講座の開催

〇 人材の育成
・ものづくり大学での先端技術活用講座の実施

・デジタル技術等に触れる「びんごキッズラボ」の開催

22

Ⅱ-３ 新しいまちづくりの基盤となるデジタル化の推進
当初予算額：1,283,183千円

【一般会計分：1,180,038千円】
（国の補正予算に伴う前倒し分：約2億円）

〇
・2025年度からスタートする新たな戦略を策定



当初予算額：1,163,286千円３ 行政のデジタル化

（１） サービスの利便性向上 （２） 業務の高度化・効率化

〇 公共施設のスマート化
・スマートロックを全ての交流館へ導入

・オンラインによる施設予約や行政手続の拡大

〇 デジタル技術の活用
・

・

〇 デジタルデバイドの解消
・デジタルサービスの利用講習会の実施

〇 行政サービスの充実
・

・スマート保育を全市立幼稚園へ導入

・キャッシュレス決済導入施設の拡大

・書かない窓口システムの対象手続の拡大

〇 行政事務の効率化
・

・

・

・

システム整備

・プロジェクト管理ツールの利用拡大

23



挑戦１ 福山駅周辺の再生加速とグローバル都市の創造 当初予算額：841,764千円

挑戦２ 希望の子育てと寛容で健やかな社会の実現 当初予算額：7,148,452千円

１ 新５つの挑戦の主な施策

挑戦３ 人や企業が安心・安全に活躍できる都市環境の構築 当初予算額：7,838,456千円

〇福山駅前広場整備基本計画の策定 〇 世界バラ会議福山大会に向けた取組

・ Rose Expoプレイベントの実施

・

・市民・企業提案型事業の募集・実施

・ＭＩＣＥ環境の整備

〇 福山ネウボラの推進

・

・児童手当・児童扶養手当の拡充

・

・産後ケア事業の対象者の拡充

〇 Fuku-Bizによる経営相談・創業支援

〇ナイトタイムエコノミーの推進

〇仙酔島の活性化

〇 認知症対策の充実

〇親水等をテーマにした公園の再整備（丸之内公園）

〇 医療人材の確保・育成

〇 重層的支援体制の本格実施

〇 医療的ケア児の支援強化

〇 福山市民病院の機能強化

〇 若者の地元就職への支援 〇 ふくやま環境美化センターの本稼働

〇 津波避難計画の策定支援

〇 空き家等の除却・活用の推進

〇 福山道路・神辺水呑線など幹線道路網の整備

促進

〇東桜町地区の雨水管渠整備

〇

・グリーンな取組のためのＩＴツールの

導入等にかかる経費への補助

参考
※これまでに掲載した施策も含む

〇 〇 行政の脱炭素化の推進

24

〇 フレイル予防の推進



挑戦４ 新たな価値を創出する人材育成と個性光る地域振興 当初予算額：2,493,739千円

挑戦５ 歴史・文化とスポーツによる新たな体験価値の創出 当初予算額：3,456,437千円

デジタル化の推進 当初予算額：1,283,183千円

〇 福山市立大学の学部新設 〇 （仮称）まちづくり支援拠点施設の整備

〇 福山城の保存整備

〇 鞆のまちづくりの推進

〇

〇 オンラインによる施設予約の拡大

〇 子ども未来館プロジェクトの推進

〇 福山夢・未来開花プロジェクト

〇 コミュニティ・スクールの導入

〇 部活動指導員の配置

〇 持続可能な地域コミュニティの形成支援

〇 地域未来ビジョンの策定支援

〇 支所等の広聴機能の強化

〇 電子アンケートの実施

〇 廉塾・福禅寺の保存整備

〇

〇

〇 ばらのまち福山国際音楽祭の開催

〇 スポーツによる地域振興

〇 トップアスリートのプレーを見る機会の創出

〇 竹ケ端運動公園庭球場・緑町公園屋内水泳場の

整備

〇

〇 デジタルサービスの利用講習会の実施

〇

〇 自動運転移動サービス実証事業の実施

〇 こども発達支援センターのオンライン診療

〇 ひとり暮らし高齢者等への緊急通報装置と

見守りセンサーの貸与

〇 スマートロックを全ての交流館へ導入

行政のデジタル化

〇 ＡＩビジネスキャンプの開催

〇 ものづくり大学での先端技術活用講座の実施

〇 中小企業のデジタル化実装支援

〇 デジタル技術を活用した有害鳥獣対策の強化

〇 ふくやま実験クエストの実施

産業のデジタル化 地域のデジタル化

○
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